
“国際教養”の可能性

リ
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ラ

ル

ア

l
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を
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に

グ

ロ

ー

バ

ル

化

に

対

応

し

た

教

育

を

展

開

学士
課程では教養教育こそが重要

学
士
謀
程
教
育の
あ
り
方
を
考
え
る
に

は 、
高
等
教
育
全
体を
ど
う
すべ
き
か
とい

う
机
点が
欠
か
せ
ない 。
こ
れ
か
らの
社
会

は 、
高
度
な
知
的
能
力が
あ
ら
ゆ
る
分
野で

求め
ら
れ
る
よ
う
に
なり 、
その
よ
うな
人

材の
育
成とい、つ
点で 、
大
学
院
教育へ
の

則
待が
大
きい 。
とこ
ろ
が 、
日
本の
大
学

院
教
育は
臥
米に
比べ
て
か
な
り立
ち
巡
れ

てい
るの
が
現尖だ 。
学
士
課
桂で
は
1
2

4
単
位が
．要求さ
れ
てい
るの
に 、
大
学
院

で
は
防士
課
税
も
含め
て
初
単
位 。
こ
れ
だ

け
をみ
て
も 、
日
本の
大
学
院
教
育がい
か

にお
ざ
な
り
か
とい
うこ
と
が
わ
かる 。
こ

の
ま
ま
で
は 、
欧
米の
大
学
院で
勉
強
し
た

人た
ちとの
差は
拡大
す
る
ばか
りだ 。

2
0
0
5
年9
月に
山
され
た
中
教審の

答申
「
新
時
代の
大
学
院
教
育
。｜

国
際
的

に
魅
力
あ
る
大
宇
院
教
育の
構
築
に
向
け

て」
は 、
戦
後初め
て
大
学
院の
教育に
的

を
絞っ
て
姥 ．けした 。

容巾で
は
大
学
院
教

育の
実質
化を
打ち出
し
てい
る
が 、
こ
れ

を
充実
させ
よ
うと
す
れば
す
るほど 、
学

国
際
教
養
大
学
学
長

中
嶋
嶺
雄

－仁
川州
校
教
育の
R
．法性
が
浮か
び
上

がっ
て

くる 。
学
士
課
税
教
育が
しっ
か
りと

機
能

し
てい
な
け
れ
ば 、
学
問
的
な
深み
が
な
く

ノ
ウハ
ウ
やス
キル
だ
け
に
長じた 、
専
門

分
野
し
か
知ら
ない
人
聞
を
育成
す
る
よ
う

に
なっ
て
し
まうか
ら
だ 。

引
年の
大
学設
問
基
準
大
綱化以
降 、
教

必
郎が
解
体され 、
学士
課
科
教
育の
以
も

主
要
な
基
維
で
あ
る
教
益
教
育が
崩
壊
して

し
まっ
た 。
高
校を
卒
業
し
たば
か
り
で 、

世の
中の
こ
と
を
何
も
分かっ
てい
ない
れ

者を 、
い
きな
り専
門の
狭い
世
界に
閉
じ

込
め
て
し
まう
よ
うな
教
育を
行っ
て
き
た

わ
け
だ 。
大
学院で
は
さ
ら
に古川度
な
点
門

教
育が
行わ
れ
る
た
め 、
人
絡形
成
や
山手
間

の
昨抑
制とい、つトH…で
大
き
な
問題が
あ
る 。

今こ
そ 、
大学
院は
「
広
く深い
専
門
教

育」 、
学
士
課
税は
そこ
に
接
続す
る
た
め

の
「
教
養
教
育」
と 、
はっ
き
り
した
位
位

付け
を
す
るべ
きで
は
ない
か 。
こ
こ
でい

う
教
長
教育と
は 、
臥
米
引の
リベ
ラル
ア

lツ
を
基
盤と
し
なが
ら
も 、
グロ
ーバ

ル

化が
進
む
現
代社
会の
尖
態に
即
し
た
もの

で
な
くて
はい
けない 。
それ
が
「
凶
際
教

肺炎」
で
あ
り 、
本
学が
目
指してい
る
学
士

課
程
教
育の
則
念で
あ
る 。

英語＋教養＋留学で

国際的に活躍できる人材を

国
際
教
養（H
E2・
EC
2白
二Lug －∞一

〉－・門的）
は
新しい
思
念で
あ
り 、
共
通の
定

義
もな
く 、

学
問
分
野と
して
叫開立
してい

る
わ
け
で
もない 。
本
学は 、
1
6
6
あ
る

同
公
立
大
学の
小で
附一 、
地域の
名
称で

な
く 、
新しい
学問
分
野を
その
ま
ま
大
学

名と
し
てい
る 。
中小
学が
考える
国
際
教指

の
教
育
内
容
は 、
三
つ
の
要
素
か
ら
な

る

閑閑剛岡山 。
こ
れ
は
学生
に
とっ
て

の
山
門だ
といっ
て
もい
い 。

第一
は 、
外国
語
教
育とりわ
け
英
語
教

育
だ。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
礼
会
で
迎
川
す
る
同

際
教
義を
学ぶ
に
は 、
共
通
話で
あ
る
英
語

の
習
符は
必
須とい
え
る 。
木
学で
は
すべ

ての
授
業を
英語で
行っ
てい
る 。
た
だ
し 、

い
き
な
り
英
語の
授
業につ
い
てい
くの
は

難
しい
の
で 、
入

学匹後か
ら
引火抗川
集
中プ

ロ
グ
ラ
ム
「
E
A
P（
何2
m－
zy
F『
〉門担
門Z－

En

E
召O的目的）
」

を
実
施
し、

基
礎
的
な

能
－M
を
接、っ 。

第二
は 、
基
稔
教
育
「BE
agk
開平

5
2
2）」
で 、
こ
れ
が
教
長
教
育のコ
ア

部分に
あたる 。
幅
広い
知
的バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
似立
す
る
と
同時に 、
専
門
教
育

に
必
要な必
礎
教育とい
う
．安ぷ
も
ある 。

第二
ば 、
海
外
向同
学だ 。
提
携
校を
合む

海
外の
桁hH・六
学に
1

年以上
向川
学し 、
初

単
位
前
後を
修
得
す
る 。
必
修の
た
め 、
留

学
して
単位を
取っ
てこ
ない
と
卒
業で
き

正、O
JLc
iv

 

基
稚
教育の
終
了
後 、
専門
教
育と
して 、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
謀
れ
と
グ
ロ
ー
バ

ル・
ス
タ
ディ
ズ
謀
れを
設け
てい
る 。
こ

こ
でい、つ山げ
門
教
育は 、
一
般
教長
に
対
す

る
専
門で
は
な
く 、
あ
くまで
も
国
際
教設

の一
部と
位
置
付
け
てい
る 。

こ
れ
ら一
連の
カ
リ
キュ
ラ
ム
に
よっ

て 、
山いコ
ミュ
ニ
ケーショ
ン
能
力と
教

主
を’身に
付け 、
内
外の
トッ
プ
ク
ラスの

大
学
院で
専
門
教
育を
受け
る 、
あるい
は

国
際
的に
活雌
で
きる
人
材を
育
成
する 。
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基盤
教育を貫く

五つの燐成要素

リベ
ラル
ア
！
ツ
は 、
伝統
的
に
大
学教

育の
核心で
あ
り 、
その
充
実の
た
め
の
取

り
組み
が
必 ．決
だ 。
本
やでは 、
北
徽
教
育

で
リベ
ラル
ア
l
ツ
の
理
念を
実
現
し
よ
う

と
し
てい
る 。
悲
総
数
育は 、
「コ
ミュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
H
群」

と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
科

目
群」
か
ら
構
成
され
る

岡闘凶 。

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
科日
昨
に
は 、
コ

ン
ピュ
ータ
リ
テ
ラ
シ
ーの

ほ
か 、
英
作文

やス
ピ
ーチ

など
実
践
的
な英一品川
能
力を
山

め
る
科目
が
ある 。

グ
ロ
ー
バ
ル
科
目
株
は、
「ベ
l
シ
ツ



「学士課程教育」の構築

ク・
ス
タ
デ
ィ
ズ
科
目」
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ズ
科
目」
「
円
本
人
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
附
す
る
科
目」
に
区
分

さ
れ
る。
ベ
ー
シ
ッ
ク・
ス
タ
デ
ィ
ズ
科
H

で
は、
社
会
学、
経
済
学、
心
川町
学、
文
化
人

類
学、
世
界
史
な
ど
の
人
文
社
会
科
学
系
か

ら、
代
数
学、
統
計
学、
さ
ら
に
実
験
を
含

む
物
理
学、
化
学
ま
で
を
カ
バ
ー
し
て
い
る。

芸
術
に
触
れ
る
こ
と
も
前
視
し、
生
演
奏
を

ケースス空

ディと応用

力の醸成

より幅広い

知識と理解

力

地域研究の

基礎知識と

手法の理解

ビジネスに

関する基礎

理論と知機

3・4年次

ー＋

． 

グローバル・
スタデイズ課程

グローJ fル・

ビジネス課程

2年次

聴
き
芸
術
論
を
学
ぶ、
あ
る
い
は
国
際
的
に

知
ら
れ
る
美
術
史の
点
門
家
が
西
洋美
術
や

H
本
美
術
に
つ
い
て
語
る、
と
い
っ
た
疑
業

も
あ
る。

グ
ロ
ーバ
ル・
ス
タ
デ
ィ
ズ
科
日
は、
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
科
目
だ。

グ
ロ
ーバ
ル
化
は、
凶
境
と
い
う
概
念
を
超

え
た
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
で
実
現
し
た
「
同
時
進
行
型
例

界」、「
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確立」

の＝一
つ
の
座
標
軸
で
捉
え
な
く
て
は
い
け
な

い。
＝－
つ
の
軌
に
沿っ
て
「
典
文
化
問コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン」
「
環
境
科
学」
「
東
北
文

化
入
門」
な
ど
の
科
M
を
設
け
た。

日
本
に
関
す
る
科
目
は、
主
に
留
学
生
を

対
象
と
し
た
も
の
だ
が、
円
本
入
学
生
も
履

唱

、，
�霊E BE （基盤教育）のカリキユラム

�ヨE入学かう卒業までの流れ

EAP1 

1年次

－�1司岡田町aゅE寺南・・

コミュニケーション科白群

ベーシック・ スタディス可ヰ目

グローパル・ スタディス下十目

日本人としてのアイデンティティ
に関する科目

修
す
る。
日
本
の
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
英

語
で
学
ぶ
こ
と
で、
円
本
と
い
う
国
を
相
対

的
に
思
解
で
き
る
よ
う
に
な
る。
新
一段
戸
稲

造
の
英
語
に
よ
る
著
作
「∞己的F
E。
→一
足

ωo三O［
E
E一
こ（「武上
道』）
を全
学必

読
文
献
に
し、
H
本
や
日
本
人
に
つ
い
て
の

名
著
5
冊
を
学
長
推
胞
の
必
読
古
と
す
る
な

ど、
U
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
探
求
す
る
た
め
の
教
材
も
工
夫
す
る。

法
銚
教
育
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
に
は、
リ
ベ

ラ
ル
ア
l
ツ
を
推
進
す
る
た
め
の一
種
の
方

法
論
を
持
ち
込
ん
だ。
一
般
に、
各
科
目
は

そ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
縦
方向
に
構
成
さ
れ

て
い
て、
科
目
向
上
の
棋
の
述
携
は
希
的
だ。

本
学
で
は、
リベ
ラ
ル
ア
l
ツ
の
要素
で
あ

る
「
経
験
的
方
法」
「
抗
的
論
説」
「
批
評
的

思
考
←刀
法」
な
ど
の
手
法・
視
点
を
各
科
H

に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て、
科
日
間
の
横

断
的
述
携
を
図っ
て
い
る。

こ
の
う
ち、
経
験
的
方
法
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
意
味
す
る。
日以
的
論
証
は、

統
計
学
的
に
世
界
を
捉
え
る
方
法
で、
人
口

問
題
な
ど
で
は
特
に
重
要
と
な
る。
批
評
的

思
考
方
法
は、
正
確
な
知
識
に
基づ
い
て
物

事
を
批
判
的
に
見
る
口
を
養
う
こ
と
が
目
的

で、
デ
ィ
ベ
l
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
力
に
つ
な
が
る。

名
利
H
の
相一
当
数
日
は、
こ
れ
ら
の
視
点

や
手
法
を
共
有
し、
そ
れ
に
治っ
て
授
業
を

進
め
る
こ
と
で、
一
口
性
の
あ
る
リベ
ラ
ル

ア
l
ツ
教
育
を
展
開
し
て
い
る。

コミュニケーション能力と

教養こそが「資格」である

本
学
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
に
は、
国
際
的
な

互
換
性
が
あ
る。
シ
ラパ
ス
に
は
凶
際
ル
ー

ル
に
沿っ
て
科
目
番
号
が
振
ら
れ、
官
学
先

で
も
学
習
の
述
続
性
や
体
系
竹
を
考
え
た
科

日
選
択
が
可
能
だ。
こ
れ
も、
同
際
救
護
を

際
彬
す
る
う
え
で
主要
な
要
素
とい
え
る。

成
績
は
厳
し
く
評
価
す
る。
E
A
P
を
ク

リ
ア
し
ない
と
B
E
に
進
め
ない
し、
T
O

E
F
L
5
5
0
点
以
上
を
マ
ー
ク
し
な
け
れ

ば
留
学
で
き
ない。
6
0
0
点
以
上
が
卒
業

時
の
目
標
だ。
履
修
条
件
や
G
P
A
制
度
も

あ
る
た
め、
学
生
は
本
当
に
よ
く
勉
強
し
て

お
り、
卒
業
生
の
実
力
は
か
な
り
向
く
な
る

と
自
負
し
て
い
る。

今
や
学
歴
や
学
閥
に
よ
る
序
列
が
急
速
に

崩
れ、
本
人
の
災
力だ
け
が
も
の
を
い
う
時

代
に
な
り
つ
つ
あ
る。
大
学
が
資
給
取
得
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
なっ
て
い
る
が、
木
学

は
あ
え
て
そ
の
路
線
は
と
ら
な
い。
国
際
教

長
を
学
ぶ
こ
と
で
身
に
付
く
幅
広
い
教
義
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は、
そ
れ
肉
体

が
「
資終」
だ
と
考
え
て
い
る。

近
年、
「
同
際
教
義」
の
名
を
一泊
し
た
学

部
設
杭
が
相
次
ぎ、
一
磁
の
ブ
l
ム
の
様
相

を
u正
し
て
い
る。

英
語
に
よ
る
授
業
を
前
提
に、
本
学
が
H

桁
す
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化、
同
時
進
行
型
世
界、

地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
帥
攻、
の一」・

つ
の
段
牒
軌
で
教
育
内・似合
が
決
め
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば、
大
学
教
育
を
変
え
る
起
爆
剤
と

し
て
則
待
で
き
る。

関
年
度
に
は、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミュ
ニ
ケ

！ン
ヨ
ン
専
攻
の
専
門
職
大
学
院
を
設
置
す

る
予
定
だ。
学
士
課
程
で
国
際
教
長
を
学
ん

だ
後
の、
本
米
の
意
味
で
の
専
門
教
育
の
坊

の一
つ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
（
談）。
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明日の大学改革を支援する

2-3月号
Interview f、ツプ。の視点学一長 小嶋勝衛氏

・・・・・・・�温盟国祖国E
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． ．  

， 
r 目

法
人
化
後 、

地
方
国
立
大
学
は
何
を
し
た
か

｜｜
川例
年
度
業
務
実
績
評
価・
注
目
校
の
報
告

共
立
女
子
学
園
の
財
務
改
革

部
門
単
位
の
予
算
運
営
で
収
支
構
造
を
改
善

同「学上課程教 の構築


